
令和 2年度 Go To Eat キャンペーンに係る事業のうち
食事券発行委託事業（鳥取県）

実施報告書

令和 3年 11 月 30 日

とっとりGo To Eat共同事業体
【（株）新日本海新聞社・（株）JTB・中央印刷（株）】
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事業実績概要

事業実績概要

食事券販売・利用期間と事業期間（延長期間）

事業名称

食事券名称

販売総額実績

換金実績

精算実績

プレミアム総額実績

販売率

１セットあたりの構成

販売価格

販売期間実績

利用期間実績

加盟店舗数

とっとりGo To Eatキャンペーン

とっとりGo To Eatプレミアム付食事券

4,294,060,000円（発行額枠＝50億円）販売429,406セット

4,264,090,800円※不正利用3,560,800円分含む（4,451枚×800円）

4,260,530,000円

852,106,000円（プレミアム枠＝10億円）

85.88％

額面総額10,000円（1,000円券×10枚）

1セットあたり8,000円

2020年11月2日（月）～2021年7月31日（土）

2020年11月6日（金）～2021年8月31日（火）

1,302店舗（2021年8月31日最終）

※販売休止期間なし

※利用休止期間なし

10 1011 1112 1 2 3 4 5 6 7 8 9

食事券
販売期間

食事券
利用期間

事業期間

当初期間
2020/11/2～2021/1/31

当初期間
2020/11/6～2021/3/31

当初期間
2020/10/7～2021/5/31

1 回目延長
～2021/8/31

2 回目延長
～2021/11/30

1 回目延長
～2021/2/28

1 回目延長
～2021/6/30

2 回目延長
～2021/8/31

2 回目延長
～2021/5/31

3 回目延長
～2021/7/31
※鳥取県と
　協議の上延長

※鳥取県と
　協議の上延長

2020 2021年

月
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実施体制(共同事業体)

（株）新日本海新聞社・（株）J T B・中央印刷（株）

とっとりGo To Eat 共同事業体　構成企業

鳥取県商工会議所連合会

鳥取商工会議所、米子商工会議所、倉吉商工会議所、境港商工会議所

鳥取県商工会連合会

鳥取市東商工会、岩美町商工会、鳥取市西商工会、八頭町商工会、若桜町商工会

鳥取市南商工会、智頭町商工会、湯梨浜町商工会、三朝町商工会、北栄町商工会

琴浦町商工会、米子日吉津商工会、大山町商工会、南部町商工会、伯耆町商工会

日南町商工会、日野町商工会、江府町商工会

公益社団法人鳥取県観光連盟

■協力地元経済団体

　共同事業体は代表社を新日本海新聞社とし、事務局、加盟店募集・管理、食事

券販売（Ｂ４版券）、広報の業務を新日本海新聞社が、Ｂ４版食事券の印刷と在

庫管理、配送の業務を中央印刷が、食事券販売（ローソン券）、コールセンター、

精算・換金業務をJTBがそれぞれ担当しました。

　代表社の新日本海新聞社の各拠点（鳥取市、倉吉市、米子市）を核に、加盟店

募集や問題対応などで、地域に根ざした事業展開を行いました。

　また県商工会議所連合会、商工会連合会を通じ、下記の地元経済団体と協力

体制を取り、地域の飲食店と全国の生産者を元気にするキャンペーンを展開し

ました。
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実施体制(組織図)

新日本海新聞社

鳥取県
鳥取県商工会議所連合会
鳥取商工会議所　米子商工会議所
倉吉商工会議所　境港商工会議所
鳥取県商工会連合会
鳥取県内 18商工会
公益社団法人鳥取県観光連盟

とっとりGo To Eat 事務局

【再委託】（株）エスマート

コンビニ券売

【再委託】
（株）ローソンエンタテインメント

Ｂ４食事券売

Ｂ４食事券売

Ｂ４食事券売

Ｂ４食事券売

【再委託】（株）丸合

【再委託】（株）マルイ

【再委託】（株）サンマート

農林水産省様

実績確認監査事業者

鳥取県

実績報告

情報共有
相談・要請

実
績
報
告

食事券販売（実券販売）

新日本海新聞社

新日本海新聞社

新日本海新聞社

JTB

JTB

Ｊ
Ｔ
Ｂ

食事券販売（コンビニ）

食事券回収・精算・送金

中央印刷

食事券印刷・在庫管理・配送

広　報

加盟店舗募集・管理

相
談
窓
口
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

協　力

※代表社

　鳥取県とはコロナ感染対策や期間延長に関する協議など、常に情報共有、相談等を行

い事業運営を実施しました。また期間延長に伴い、スーパーでの食事券販売窓口につい

て再委託が発生しました。
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遂行体制(事務局体制フロー)

問い合わせ対応

ＪＴＢ

とっとりGo To Eat 事務局

農林水産省様

新日本海新聞社

事業運営本部

■管理責任者：遠藤 一郎
■副管理責任者：小谷 和之
■事務局長：足立 芳郎

ＪＴＢ

■Dir：河野 明百

食事券回収・精算・送金チーム

コールセンター

券回収

精算・換金

・店舗マニュアル作成
・店舗説明会実施
・店舗への配送指示
・引換販売店請求書発行～入金確認
・換金データ作成
・コールセンターマニュアル作成
・問い合わせ・クレーム対応
・電話対応指示
・オペレーター管理・研修

新日本海新聞社

■Dir：井川 広志

加盟店募集・管理チーム

加盟店受付

・加盟店募集計画作成
・募集要項作成
・店舗対応窓口
・店舗データ作成・管理
・加盟店審査
・商工会議所・商工会調整

事務局運営

■事務局運営統括：足立 芳郎
■事務局運営副統括：古賀 真美
■事務局運営副統括：山崎 昌史
■セキュリティー対策責任者：井川 広志
■出納管理者：村上 正人

・全体行程の管理
・主催者様対応窓口
・関係者調整
・出納管理
・実績確認事業者報告業務

・事務局労務管理
・業務委託契約作成
・実施計画策定
・報告書作成

新日本海新聞社

ＨＰ管理

広報物デザイン

新日本海新聞社

■Dir：山崎 昌史

広報チーム

・広報計画策定
・マスコミ対応
・HP管理

新日本海新聞社

■Dir：平尾 岳文

食事券発行・販売チーム

・食事券印刷・配送
・食事券販売マニュアル作成
・会場販売計画作成・運営
・食事券残数管理

ＪＴＢ

チケットセンター販売

会場販売

■Dir：西尾 博志

コンビニ販売

ＪＴＢ

問い合わせ対応

中央印刷

券印刷・管理・配送
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　県内3ヵ所に申請・審査拠点を置き、
地域の飲食店情報を把握しやすい体
制をとりました。これにより迅速で
円滑な審査を可能とし、申請時の店
舗とのトラブルを回避するとともに、
不正申請を防ぎました。

ディレクター

県東部担当（鳥取市） 県中部担当（倉吉市） 県西部担当（米子市）

井川 広志（新日本海新聞社）

川上 　学（新日本海新聞社）
浦川 尚大（新日本海新聞社）

生田 智美（新日本海新聞社）
西本 瑞希（新日本海新聞社）

井川 広志（新日本海新聞社）
太田 久仁子（新日本海新聞社）
盛山 友歌（新日本海新聞社）

食事券利用開始時（2020/11/6）1018 店
本年当初（2021/1/1）1257 店
食事券利用期間終了時（2021/8/31）1302 店

加
盟
店
募
集
チ
ー
ム

（
新
日
本
海
新
聞
社
）

食事券回収・精算・送金チーム
（ＪＴＢ）

（株）エムアンドエムドットコー
（公式サイト管理会社）

飲食店

申込書・Webにより
加盟店申請

店舗・換金情報
を提供

公式サイト掲載
情報を提供

承認

　加盟店は、当初から予定していた2020年10月20日～12月11日と、食事券販売期間延長に伴って2021年2月1日
～7月31日に募集しました。飲食店からの登録申請は、郵送とオンラインの両方で受け付けました。(6、7ページ参
照)GoToEatに参加するために必要な条件を定めた同意書の全ての項目に同意することを必須とし、オンライン
では全項目にチェックを入れないと申請できない仕様としました。期間中、1442件の申請があり、1334店を加盟
店に登録しました。
※閉店・中途解約に伴って32店舗の登録を取り消しました。

加盟店募集業務(体制・業務フロー等)

加盟店審査

加盟店募集・管理チーム　組織体制

業務フロー

加盟店募集要項

加盟店数の推移
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加盟飲食店登録申込フォーム ( 公式サイト )

加盟店募集業務(公式サイト)
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加盟店募集業務(登録申込書)

加盟飲食店登録申込書
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加盟店募集業務(登録申込書)

加盟飲食店登録申込書
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加盟店募集業務(登録申込書)

加盟飲食店登録申込書
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加盟店募集業務(登録申込書)

加盟飲食店登録申込書
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加盟店募集業務(募集方法①)

加盟店募集方法

2020年10月「鳥取県新型コロナウイルス感染予防対策協賛店」の681店に募集要項を郵送し、
募集を行いました。①

地元新聞（日本海新聞）の新聞広告で加盟店を募集しました。②

2020年10月20日 日本海新聞掲載1ページ広告

2020年10月23日 日本海新聞掲載1/3ページ広告

■加盟店募集新聞広告　掲載日
2020年10月20日･･･1ページ（15段）
　　　 10月21日･･･1/3ページ（5段）
　　　 10月23日･･･1/3ページ（5段）
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加盟店募集業務(募集方法②)

鳥取県商工会議所連合会、
鳥取県商工会連合会を通
じて、加盟店募集ポスター
の掲出、会員へのチラシ
配布などの協力をいただ
きました。

商工会議所、商工会を対象にした   
「とっとり Go To Eat キャンペーン説
明会」を県内 3 会場で右記の日程で
開催しました。

商工会議所・商工会を通して地元金融機関にポスターの掲示と飲食店へのチラシ配布の協
力依頼を行いました。

③

④

⑤

A2版ポスター

●鳥取会場
　2020 年 10 月 28 日　会場／鳥取商工会議所
●倉吉会場
　2020 年 10 月 29 日　会場／倉吉商工会議所
●米子会場
　2020 年 10 月 29 日　会場／日本海新聞西部本社
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食事券販売（ローソン券・食事券体裁）

ローソン食事券

コピーガード

　１セットは額面 1,000 円 ×10 枚綴り。コピーガード、シリアル
ナンバーの他、表面に「パール印刷」「ローソン特殊ロゴ」などを、
裏面に「マイクロ文字」「無色蛍光インク」を施し、偽造を防止。

シリアルナンバー
ローソン特殊ロゴ

マイクロ文字

無色蛍光インク

パール印刷

●綴り

●表

●裏
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食事券販売（ローソン券・販売窓口実績等）

ローソン食事券販売窓口実績

　若年層から中年層までに浸透している、「ローソンチケット」を利用して販売しました。発券システム
「Loppi」からのLコード入力で、鳥取県内136店舗のほか全国のローソンで24時間購入できる体制としまし
た。WEB申し込み（店頭販売）も実施。
　１人１回２セットの購入制限を設定。また購入時に氏名と電話番号の入力を義務づけ、不正防止策をとり
ました。
　「１次販売」「２次販売」は設定セット数まで届かなかったため実施せず。販売期間が大幅に延長になった
ため、当初販売予定の20万セットを27万セットに増枠しました。

鳥取県下
ローソン店舗数

市町村別店舗数

販売セット数

販売期間

136 店舗（2020 年 11 月 2日販売開始時）

鳥取市 41店舗／米子市 41店舗／倉吉市 16店舗／
境港市 6店舗／岩美郡 2店舗／北栄町 6店舗／
湯梨浜町4店舗／琴浦町 4店舗／三朝町 1店舗／
八頭郡 3店舗／南部町 3店舗／大山町 4店舗／
伯耆町 2店舗／日野郡 3店舗

2020年11月2日～2021年7月29日（当初予定2021年1月31日まで）

合計 27 万セット（当初予定 20万セット）

■「先着順」で店舗とWEBで販売しました

コンビニ店頭販売

WEB 販売

WEB サイトで予約

Loppi で申込 レジで発券

店頭レジで発券

→

→

※専用ホームページからも　　　　　にて購入

★ローソンチケットでは購入時に名前と電話番号を入力。複数回購入を抑制しました。
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　１セットは額面 1,000 円×10 枚綴り。コピーガード、個別ＩＤ印刷、マイクロ文字を施し、
偽造を防止。

個
別
Ｉ
Ｄ
印
刷

コピー
ガード

マ
イ
ク
ロ
文
字

●セット全体

●オモテ ●ウラ

食事券販売（B4版食事券・食事券体裁）
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食事券販売（B4版食事券・販売窓口実績）

Ｂ４版食事券販売窓口実績

　鳥取県内の百貨店、スーパーの食事券販売窓口（60ヵ所）で2020年11月4日～2021年7月31日

まで販売いたしました。販売セット数・金額等は10日～20日程度おきの指定日に各店からの報告

体制を敷き、事務局で管理しました。　また、共同事業体内の新日本海新聞社３本・支社に販売窓

口を置き食事券の販売を行いました。

鳥取県東部地区

鳥取県中部地区

鳥取県西部地区

共同事業体内販売窓口

鳥取市

倉吉市

境港市

米子市

● チケットセンター
◎ 共同事業体内窓口

◎
◎

◎

販売場所の配置図（イメージ）

鳥取大丸（販売期間 /2020 年 11 月 4日～2021 年 1月 31 日）
トスク（11店舗　販売期間 /2020 年 11 月 4日～2021 年 1月 31 日）
サンマート（8店舗　販売期間 /2020 年 12 月 1日～2021 年 7月 31 日）
エスマート（11店舗　販売期間 /2020 年 12 月 1日～2021 年 7月 31 日）
マルイ（4店舗　販売期間 /2020 年 12 月 1日～2021 年 7月 31 日）

パープルタウン（販売期間 /2020 年 11 月 4日～2021 年 7月 31 日）
東宝ストア（5店舗　販売期間 /2020 年 12 月 1日～2021 年 7月 31 日）
新あじそう（2店舗　販売期間 /2020 年 12 月 1日～2021 年 7月 31 日）
まるごう（3店舗　販売期間 /2020 年 11 月 4日～2021 年 7月 31 日）
マルイ（2店舗　販売期間 /2020 年 12 月 1日～2021 年 7月 31 日）
エスマート（1店舗　販売期間 /2020 年 12 月 1日～2021 年 7月 31 日）

米子髙島屋（販売期間 /2020 年 11 月 4日～2021 年 7月 31 日）
米子天満屋（販売期間 /2020 年 11 月 4日～2021 年 7月 31 日）
まるごう（8店舗　販売期間 /2020 年 11 月 4日～2021 年 7月 31 日）
プラント５（販売期間 /2020 年 11 月 4日～2021 年 7月 31 日）
マルイ（5店舗　販売期間 /2020 年 12 月 1日～2021 年 7月 31 日）

新日本海新聞社本社（販売期間 /2020 年 11 月 4日～2021 年 7月 31 日）
新日本海新聞社中部本社（販売期間 /2020 年 11 月 4日～2021 年 7月 31 日）
新日本海新聞社西部本社（販売期間 /2020 年 11 月 4日～2021 年 7月 31 日）
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食事券販売（B4版食事券・販売実績、体制等）

　購入者１名が１回に購入できるセット数を２

セット（販売金額16,000円）とし、購入の際には左

の注文書の記入・提出を求め、不正使用等の防止

に努めました。

注文書

食事券販売窓口の販売実績実施体制

2020/11月 12月 2021/1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

28,366 17,031 9,356 20,368 15,160 10,584 11,420 12,519 25,618

食事券販売窓口
（スーパー・百貨店）

販売実績を報告
売上げの納金

手数料の支払い

情報共有

食事券を発注

食事券を配送・納品

食事券販売チーム（新日本海新聞社）

食事券配送・管理チーム（中央印刷）

食事券の在庫管理

食事券の販売実績管理

食事券販売窓口での販売方法について

B４版食事券販売セット数実績

※食事券販売窓口（スーパー、百貨店）、共同事業体内販売窓口、特設会場、出張販売会場の合計セット数

合計　150,422 セット

は鳥取県が費用負担
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販売会場での販売体制

実施日／

会　場／

販売実績／

その他／

2020年11月2日（月）・3日（祝）10:00～15:00

〈東部地区〉地場産プラザわったいなとりっこ広場（鳥取市）
〈中部地区〉日本海新聞中部本社ホール（倉吉市）
〈西部地区〉米子コンベンションセンター（米子市）

8,789セット

販売会場では加盟飲食店一覧チラシを配布

　販売初日・2日目に、鳥取市、米子市、倉吉市で販売会場を設け一斉
販売を行いました。マスコミ取材等への対策としてキャンペーン喚起
の起爆剤として宣伝効果を持たせました。

　販売窓口は東部会場10窓口、中部会場6窓
口、西部会場10窓口をそれぞれ設けました。

　新型コロナウイルス感染防止対策として、会
場入口でのサーモカメラでの検温、手指消毒、
また、購入者と窓口間にアクリル板の設置、混
雑時にも密にならないよう購入者の列間隔を
十分に取るなど対策を徹底しました。
　スムーズに購入できるよう場内整理係を多
めに配置し周知徹底を図り、最大限の対策を講
じて実施しました。

下記の項目を実施しました。

■券売会場 ( 来場者用 )
⑴ パーテーションボードなどで来場者フロアと売り場カウンターを遮断
⑵ 売り場カウンター後方に現金集約カウンターを設置
⑶ カウンター内部側とお客さまスペースに警備員を配置

■安全対策
⑴ 入場の条件を会場入り口に提示
⑵ アルコール消毒液設置
⑶ 来場者のマスク着用
⑷ 検温
⑸名前と連絡先を記入→複数回購入抑止策 
⑹COCOAアプリの導入呼びかけ
⑺行列時の適正距離の保持
⑻入退場口を別途に設定
⑼会場の扉の常時開放、空調機器稼働による換気の徹底

■受付窓口 ( スタッフ用 )
⑴ 売り場は、購入者と相対するカウンターに窓口用アクリル板設置
⑵ 売り場スタッフ間にもアクリル板設置
⑶ スタッフはマスク着用
⑷ スタッフは２週間前からの健康チェックを義務付け
⑸ 発熱など体調不良者は業務から除外
⑹ 金銭授受はトレーを介して行う
⑺ 売り場内部に送風機設置で空気の滞留を防ぐ

特設会場での食事券販売

▲西部地区会場・販売窓口

▲中部地区会場・販売窓口

▲食事券注文票記入場所（西部会場） ▲検温機器（西部会場）▲西部地区会場・食事券を購入希望者の列

◆新型コロナ・安全対策について◆

中部地区会場・入口サイン類
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出張販売会場での販売体制

　市部から離れた山間地在住者のために、郡部での食事券出張販売を鳥取県

内5ヵ所で実施。ローソンチケットでの購入が難しい高齢者などに喜ばれまし

た。実施町村では周知のための町内放送が行われました。

郡部での食事券出張販売

2020 年 11 月 10 日　日本海新聞

〈東部地区〉
・若桜駅前にぎわいプラザ（若桜町／2020年11月8日）
・智頭町保健センターひだまりホール（智頭町／2020年11月13日）
〈中部地区〉
・ショッピングセンターアプト（琴浦町／2020年11月10日）
〈西部地区〉
・ＪＲ江府駅（江府町／2020年11月10日）
・道の駅にちなん日野川の郷（日南町／2020年11月11日）
■販売実績／553セット（5会場合計）

◆食事券出張販売会場◆
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公式サイト①

　2020年10月15日に「とっとりGo To Eat公式サイ
ト」を立ち上げ、2021年10月20日まで加盟店飲食情
報や食事券販売情報などを掲載。同キャンペーンの
情報発信の核として活用して参りました。制作・デザ
インや加盟店飲食店情報の更新などの管理は事務
局の指示の下、代行会社「（株）エムアンドエムドット
コー」が行いました。　

　サイトオープン時には加盟店申請専用ページを設け、迅速に加盟店登録を行いました。「登録申請書」「同意
書」ＰＤＦのダウンロードも出来るようにしました。
　加盟登録資格などを明確に表示し、登録時のトラブルを未然に防ぎました。

　「利用・販売期間」「加盟飲食店情報」「食事券購入方法」などの基本情
報を分かりやすくまとめたほか、期間延長などの新着情報を迅速に掲載
し、消費者加盟店に情報発信を行いました。

公式サイトでの情報発信

▲トップページ

▲加盟飲食店登録手続き画面
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　販売・利用期間延長やコロナ対策への呼びかけ、農水省や鳥取県
からのリリース情報など、さまざまな情報を迅速に発信しました。

　加盟飲食店の全店の情報を掲載し、食事券の利用促進を図りました。店名、
住所電話番号のほか、「ジャンル」も細分化して掲載し検索しやすくしました。
　またコロナ禍でのライフスタイルに合わせ「持ち帰り」「ランチ忘年会」「おせ
ち料理」「ファミリー向け」提供可能サービスも掲載しました。
　「市町村別」「ジャンル別」の検索機能で消費者が利用したいお店を分かりや
すく到達できるよう工夫しました。

　一言PRや店舗公式サイトへのジャンプ機能などを施し、消費者の
利便性を高めました。

　キャンペーン趣旨や購入ルールを消費者へ訴求しました。

◀加盟飲食店一覧ページ

◀
給
付
規
程
記
載
ペ
ー
ジ

▲加盟飲食店紹介

▲お知らせ画面▲キャンペーン概要画面

公式サイト②
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公式サイト③

　ローソンの発券システム「Loppi」での販売方法や鳥取県内で購入
できる店舗を紹介しました。また「ローチケ」と利用したWeb予約販売
がダイレクトに行えるようにしました。

　鳥取県内のスーパー、百貨店での販売窓口を掲載しました。販売時間や
店舗地図へのリンクもさせ、消費者の使い勝手向上に努めました。また
「販売中」「残りわずか」「入荷待ち」「販売終了」の情報も掲載しました。

　消費者用、加盟飲食店用に分けて「よくある質問」ページを掲
載。頻度の高い質問や農水省からの指示のあった項目などをQ&A
形式で記載し、トラブルを未然に防ぎました。

▲食事券の販売画面（ローソン券）

食事券の販売画面（B4版券）▶

◀▼よくある質問画面
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B４版食事券配送・管理体制①

食事券の印刷・管理

食事券配送・管理体制

①2020年10月12日に事務局よりB4版食事券30万冊の発注があり、2020年10月28
日に15万冊の印刷・加工が完了
②2020年11月20日に残り15万冊の印刷・加工が完了、計30万冊が完了致しました。

　印刷加工後は中央印刷内のセキュリティールームへ保管し、中央印刷から各販
売窓口へ直接配送・納品までワンストップで行いました。

　発注書、受領書・納品預託書を元に「とっとりGo To Eat発行

台帳」に入力し、管理を行いました。

中央印刷

FAXで食事券を
発注

食事券を納品

発注締切
納品日を連絡

発注・納品
情報を伝達

●食事券販売窓口 ( スーパー・百貨店 )
●共同事業体窓口 ( 新日本海新聞社 )

●Go To Eat 事務局 ( 新日本海新聞社 )

発注書見本

受領書・納品預託書見本
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B４版食事券配送・管理体制②

在庫管理

配送実績

　毎月1回主に月末にとっとりGoToEat共同事業体事務局スタッフ1名立会いの下、
中央印刷スタッフ2名でセキュリティールーム内のB4版食事券の在庫確認を行い
ました。

販売窓口食事券回収業務

　2021年8月6日・10日・11日の3日間で各販売窓口へ事務局販売窓口担当スタッフ

1名立ち合いの元、自社スタッフ3名にて食事券残券を1冊ずつ確認し、全て回収い

たしました。

溶解処分

　2021年9月28日にセキュリティールームへ保

管しておりましたB4版食事券及びヤレ紙（印刷・

加工時でできた半製品）を製紙原料として溶解

処理を行いました。

東部地区ルート、中・西部地区ルートに分かれて各2名体制にて配送・納品を行いました。

鳥取県が
費用負担
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コールセンター体制①

コールセンター概要

コールセンター要因配置計画

　電話対応経験値の高いオペレートスタッフを、時期に応じて必要人数配置。

問い合わせに応じて、柔軟に対応いたしました。

スーパー
バイザー

リーダー

スタッフ①

スタッフ②

スタッフ③

スタッフ④

スタッフ⑤

鳥取事務

2020年 2021年

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月

主
な
作
業
内
容

・センターマニュアル作成
・FAQ作成
・研修
・シフト調整
・消費者からの問合せ対応
　商品券利用、引換販売窓口、
　利用可能店舗に関する問合せ

・利用可能店舗からの問い合わせ対応
　ロゴ等のデザイン使用、ホームページ　
　掲載内容変更、商品券利用に
　関するトラブル、精算に関する問合せ　　　　　など

名 称

開 設 期 間

設 置 場 所

電 話 番 号

スタッフ人数

対 応 時 間

回 線 数

Go To Eat  キャンペーン　鳥取県コールセンター

2020年10月19日～2021年10月29日
※月～金　※土・日・祝日・年末年始休業（12/30～1/3）

中央コールセンター・鳥取事務所

消費者用=0570-200-1555／加盟店用=0570-001-263

中央コールセンター10月～12月5名 1月～3月3名 4月～7月2名 8月～10月1名
鳥取事務所2020年10月～2021年9月2名 10月1名

9:30～17:00月曜日～金曜日（対応時間外は、テープによるご案内になります）

3回線

センター全体管理／月-金9：30-17：00 ※12/30-1/3休暇

電話対応業務／月-金9：30-17：00 ※12/30-1/3休暇

電話対応業務／月-金9：30-17：00 ※12/30-1/3休暇

電話対応業務／月-金9：30-17：00 

センター全体管理／月-金10：00-17：00 ※12/30-1/3休暇

電話対応業務／月-金
9：3-17：00 

電話対応業務／月-金
9：30-17：00 

電話対応業務／月-金9：30-17：00 ※12/30-1/3休暇

鳥取県が
費用負担
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コールセンター体制②

情報漏洩対策
本コールセンターを主管するJTBグローバルアシスタンスでは、個人情報保護マネージメントシステム(PMS)を文章体
系として制定し、あらゆるセキュリティリスクに対しての対応を明示しております。　 

下記の通りセキュリティ対策を行いました。

個人情報保護
個人情報に関わるJTBグローバルアシスタンス社は個人情報保護方針を定め、Pマークを取得しておりま
す。※7回の更新

情報セキュリティ教育

非接触型ICカードによる入退室チェック
共有部分とオペレーションルームの入室権限を
ICカードに設定しています。業務オペレーション
毎に入室権限の設定をしているため、業務に従
事する「関係者以外のスタッフ」の入室も制限さ
れます。

ロッカールーム
私物は執務室とは独立したロッカールームに
設置された個人用ロッカーにて保管いたしま
す。
通信端末の執務室への持ち込みは、禁止され
ており、個人情報保護を徹底しております

個人情報保護規定に定める個人情報保護教育手順書に基づき、全社員（派遣社員・臨時要員を含む）に入社時
と年に 1 度情報セキュリティの最新の情報に関して受講を義務付けた上で、理解度テストを行っております。既定
の点数に達しない者は、合格するまで再テストを行います。

セキュリティー対策について

個人情報保護
監査責任者

総務部長

個人情報保護
監査責任者

総務部長

個人情報保護体制図

執務室内の安全処置

PMS推進事務局

代表者

リーダー

メンバー
お客様相談室長

CSR推進室
担当マネージャー
総務部経営企画チーム

代表取締役社長
内部統制委員会 JTBグループ本社

主管省庁・JPDＣ等

個人情報保護
教育責任者

総務部長

個人情報保護
部門管理者

各部門長

個人情報保護
各部門担当者

※MGR・SV・AM・GL
※MGR:マネージャー・SV:スーパーバイザー・AM:アシスタントマネージャー・GL:グループリーダー

P101-A01-03
2016年4月1日現在

情報システム
管理者

総務部長が指名した者

苦情相談窓口
責任者

お客様相談室長

PMS文書
管理責任者

お客様相談室長

特定個人情報等
事務取扱責任者

総務部長

特定個人情報等
事務取扱責任者

総務部MGR及び
総務部長が
指名した者

入●管理責任者

総務部長

※PMS=個人情報保護マネジメントシステム

個人情報保護マネ
ジメントシステムと
その実施状況に係わ
る監査を実施する

個人情報保護に関
する教育計画の立案
と実施を行う。

情報システム管理規
則に従い、PMSを維
持するため安全管理
対策を実施する。

個人情報保護に関
する本人からの問合
せ・苦情等に対応す
る。

個人情報保護マネジ
メントシステムに関
する文書と記録など
の維持・管理を行う。

個人情報保
護マネジメ
ントシステ
ムとその実
施、運用に
ついて統括
する。

マシンルームに収容している情報設
備、音声設備などは全て施錠可能な
ラックを使用し、接触が出来ない状態
としています。

センター内の出入り口や内部、サーバールー
ムには監視カメラを設置し、24時間映像記録
を保存しています。（映像の保存期間は3ヶ月
間）

システムラック毎の施錠 防犯カメラ
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コールセンター体制③

感染拡大 防止

下記の通り感染拡大防止対策を行いました。

（１）予防対策について

（２）発病、または感染が確認された場合

（３）発病、または感染は確認されていないが、国から濃厚接触者と特定された場合

（４）発病、または感染は確認されていないが、2週間以内に感染が確認された者との接触があった
場合（斡旋、添乗、出張等）

（５）上記に該当しないが、37.5度以上の発熱及び咳・鼻汁などの呼吸器症状を呈した場合インフル
エンザ等の可能性も含め、マスク着用の上、直ちに最寄りの医療機関を受診し、医療機関の指示に従
い速やかに企画総務部へ報告を行いましょう。

入室前に必ず検温を実施。
万が一アラートが発動した場合は、速やかに上長へご報告をし、指示を仰ぎます。

検温画像は、リアルタイムに管理画面に反映されるため、「高熱」や「マスクなし」が検知さ
れると、総務チームでもその情報を把握することができます。

・マスクの着用、手洗い及び消毒などの感染症対策に努めましょう。
・外出時や電車等移動するときは、出来る限りマスクを着用し、外出後は手洗い、うがいを行いましょう。
・ドアノブやカウンターなど、多くの人間が接触する場所はウイルス殺菌のアルコール剤を設置し、定期的に消毒をお 
  こなっています。
・食事、睡眠を十分にとり体調管理に努めましょう。

①企画総務部へ報告を行いましょう。
②感染症第1類～第3類に準じた対応とし、国の指示に基づき就業禁止とします。
③勤務指定は「勤務免除」とする。勤務免除の期間は国や病院からの指示に基づく期間とします。
④体調に問題がなく、業務内容上可能であれば、在宅勤務は可能とします。

①企画総務部へ報告を行いましょう。
②国から自宅待機の指示に基づく期間を「勤務免除」とします。
③体調に問題がなく、業務内容上可能であれば、在宅勤務は可能とします。

①企画総務部へ報告を行いましょう。
②通常業務とするが、接触後、2週間はマスク着用と毎日の体温測定、健康観察（咳・鼻汁等の有無）を行いましょう。

検温ソリューションの導入

コールセンター対応実績

鳥取県が費用負担
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精算・換金体制（業務フロー）

食事券発行委託事業の業務領域フロー

管理・回収・精算フロー

食事券の回収及び精算業務をワンストップで行いました。

下記の通りの業務フローで精算・換金業務を実施いたしました

とっとりGo To Eat キャンペーン事務局 換金管理

現金

食事券
食事券使用 使用済食事券

使用済食事券入金

集
荷
・
保
管

販
売
所

食
事
券
利
用
者

飲
食
店

発送
入金

加盟飲食店舗

店舗用コールセンター

換金ツールお渡し

経済団体向け説明会実施
（鳥取県内3ヵ所）

加盟飲食店舗加盟飲食店舗加盟飲食店舗加盟飲食店舗

加盟飲食店舗加盟飲食店舗加盟飲食店舗加盟飲食店舗加盟飲食店舗

回収封筒・換金伝
票・封滅シール・
Q&Aマニュアル・規
約 など

仕分け作業

加盟飲食店舗別精算データ制作

データ確認

加盟飲食店への振り込み

電
話

問
い
合
わ
せ

不明な
ことが
ある

とっとりGo To Eat キャンペーン事務局

仕分け・精算データ作成担当／
（株）JTB ビジネスネットワーク

JTBグローバルアシスタント
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精算・換金体制（換金方法・換金実績）

換金日程・件数実績

　登録完了後、加盟飲食店に右の換金キッ
トを郵送し、精算・換金業務を行いました。
　加盟飲食店は使用済み食事券（店舗の
押印済み）と換金用伝票を専用封筒（未
開封確認シールで封印）に入れ、精算セ
ンターへ郵送、精算・換金を行いました。

換金キット

締　日

支払日

件　数

日程１ 日程 2 日程 3 日程 4 日程 5 臨時

11/15

12/7

11/30

12/21

12/15

1/8

12/29

1/26

1/15

2/5 2/18

92 389 735 507 870 3

締　日

支払日

件　数

日程 6 日程 7 日程 8 日程 9 日程 10 日程 11

1/29

2/22

2/15

3/9

2/26

3/18

3/10

3/26

3/19

4/6

3/31

4/16

487 756 450 607 403 493

締　日

支払日

件　数

日程 12 日程 13 日程 14 日程 15 日程 16 日程 17

4/12

4/28

4/20

5/14

4/30

5/24

5/10

5/28

754 362 419 627 473 462

締　日

支払日

件　数

日程 18 日程 19 日程 20 日程 21 日程 22 日程 23

6/10

6/29

6/21

7/9

6/30

7/19

7/12

8/5

7/20

8/10

7/30

8/23

628 496 400 702 377 419

締　日

支払日

件　数

日程 24 日程 25 日程 26 日程 27 日程 28

8/10

8/30

8/20

9/10

8/30

9/21

9/10

9/29

10/1

10/8

637 414 313 1,130 31 14,436

合計件数

2020 年

2020 年 2021 年

2021 年 不正利用精算の
ため臨時で支払い

※「日程 28」は救済措置として追加で設定

※

5/20

6/9

5/31

6/21

は鳥取県が費用負担

↑換金用伝票

未開封確認シール→

↑専用封筒

加盟店マニュアル→
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広報①(チラシ・ポスター等)

　キャンペーン開始時にＡ２版ポスターとＡ４版チラシ
を作成。鳥取県内の自治体、経済団体、地域の銀行、食事
券販売窓口（鳥取県内のローソン、スーパー・百貨店）、加
盟飲食店、日本海新聞販売店に掲出、設置し、キャンペー
ンを盛り上げました。

　加盟店登録時にポスター・ポッ
プなどを飲食店にスターターキッ
トとして送付。消費者に食事券利
用可であることを示すとともに、
キャンペーンの訴求を図りまし
た。またポスターは利用期間延長
の都度差し替え、利用者の混乱を
防ぎました。

チラシ・ポスター

店頭用ポップ・ポスター

▲A2版ポスター

▲A4版チラシ

▲加盟店ステッカー

▲加盟店三角錐ポップ

▲食事券利用できますポスター
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広報②(のぼり／新聞広告①)

　Ｂ４版食事券販売窓口である鳥取県内のスーパー・百貨店、
新日本海新聞社の約70ヵ所に左ののぼりをを設置しました。消
費者に販売窓口を明確に伝えるとともに、キャンペーンの盛り
上げに寄与しました。

食事券販売所のぼり

◀食事券販売所のぼり

食
事
券

販
売
中

　鳥取県内でトップシェアを持つ「日本海新
聞」で広報展開。食事券発売初日には新聞本
紙を包み込む形で掲載する「ラッピング広
告」で幅広く訴求し、キャンペーンのインパク
トを持たせました。また期間延長やコロナ感
染拡大時には臨機応変に内容を変更して掲
載し、効果的な広報を行いました。

新聞広告

◀▲▼ラッピング広告
2020/11/2 掲載ラッピング広告・表

2020/11/2 掲載ラッピング広告・裏

新聞を包み込む形で掲載
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広報③(新聞広告②)

　飲食店関係者の声や生産者の思いをインタビューした記事風特集紙面
をシリーズで展開。「疲弊した飲食店と生産者の応援」をエモーショナルに
伝え、キャンペーンの趣旨を訴求するとともに食事券の販売に繋げました。

新聞広告

飲食店・生産者の思いシリーズ広告

2021/1/6掲載　「外食するときのお願い」 2021/1/30掲載　「利用期間・販売期間」

2020/11/17 掲載　シリーズ１

2020/12/11 掲載　シリーズ２

●コロナ感染拡大時には、販売 PRとともに感染対策を促す広報を展開しました。 ●期間延長が決定した際は、迅速にその旨を伝え、既発行食事券の利用注意点など
　を明記し、トラブルを防止しました。
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広報④(新聞広告③／テレビ・ラジオCM)

2021/6/11掲載　「利用期間8月末まで延長」 2021/8/21掲載　「まもなく利用期間終了」

2020/10/20

2020/10/21

2020/10/23

2020/10/31

2020/11/1

2020/11/2

2020/11/4

2020/11/6

2020/11/17

2020/11/20

2020/11/22

2020/11/25

2020/12/4

2020/12/10

2020/12/11

2020/12/16

15

5

5

5

15

30

5

5

15

15

5

5

5

5

15

15

15

5

15

5

5

5

5

5

15

5

5

5

5

5

5

5

加盟店募集

加盟店募集

加盟店募集

食事券販売告知

明日から発売

ラッピング広告

食事券販売告知

食事券利用開始

飲食店の思いシリーズ１

食事券購入促進

食事券販売告知

食事券販売告知

販売促進

販売促進

飲食店の思いシリーズ２

販売促進

コロナ啓発・販売促進

コロナ啓発・販売促進

コロナ啓発・販売促進

利用期間延長

利用期間延長

利用期間延長

利用期間延長

利用期間延長

利用期間延長

利用期間延長

利用期間延長

利用期間延長

販売期間延長

販売期間延長

好評販売中

好評販売中

2021/1/1

2021/1/3

2021/1/6

2021/1/18

2021/1/20

2021/1/23

2021/1/24

2021/1/26

2021/1/30

2021/1/31

2021/2/6

2021/2/13

2021/2/26

2021/2/28

2021/3/20

2021/3/21

5

5

15

5

5

5

5

5

5

15

5

15

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

15

5

5

5

5

5

5

好評販売中

好評販売中

イメージ広告

コロナ啓発・好評販売中

コロナ啓発・好評販売中

コロナ啓発・好評販売中

コロナ啓発・好評販売中

コロナ啓発・好評販売中

コロナ啓発・好評販売中

コロナ啓発・好評販売中

コロナ啓発・好評販売中

コロナ啓発・好評販売中

好評販売中

好評販売中

好評販売中

まもなく販売終了

利用期間延長

利用期間延長

利用期間延長

利用期間延長

利用期間延長

利用期間延長

利用期間延長

利用期間延長

販売終了間近

販売終了間近

販売終了間近

まもなく利用期間終了

まもなく利用期間終了

追加換金日設定

2021/5/28

2021/5/30

2021/6/5

2021/6/11

2021/6/18

2021/6/30

2021/7/3

2021/7/10

2021/7/17

2021/7/21

2021/7/25

2021/8/21

2021/8/28

2021/9/15

2021/3/25

2021/3/26

2021/3/27

2021/4/9

2021/4/10

2021/4/17

2021/4/18

2021/4/23

2021/4/25

2021/4/27

2021/4/28

2021/4/30

2021/5/3

2021/5/4

2021/5/8

2021/5/15

■新聞広告掲載実績
掲載日 内容 段数 段数 段数 段数内容 内容 内容掲載日 掲載日 掲載日

は鳥取県費用で掲載

は鳥取県費用で掲載

新聞広告

　テレビ地上波は山陰地区3局にCMを放映。またラジオはAM、
FMの民放2局を利用。食事券販売開始時のほか、年末、春休み、
ゴールデンウイークなど販売数が伸びる時期を中心に放映しま
した。また利用・販売期間時にも展開し、消費者に迅速に周知さ
せました。
　ケーブルテレビは情報番組などのCM枠を使い、効果的に広
報を行いました。

2020/10/31～11/6

2020/12/5～12/13

2021/2/10～2/14

2021/3/24～4/11

2021/4/24～5/9

2021/6/26～7/11

「食事券販売開始」

「もう買った？」「年末はGo To Eatで楽しもう」

「期間延長告知」

「6月末まで利用可能」

「GWは飲食店を応援」

「期間延長告知」

NKT＝日本海テレビ　BSS＝山陰放送　TSK＝さんいん中央テレビ

NKT、BSS、TSK

NKT、BSS、TSK

NKT、BSS、TSK

NKT、BSS、TSK

NKT、BSS、TSK

NKT、BSS、TSK

放送期間 内　容 放送テレビ局

2020/11/1～12/26

2020/11/1～12/31

2020/10/31～12/31

2021/1/1～1/15

2021/1/4～1/8

2021/2/8～2/16

2021/2/8～2/12

2021/3/24～4/11

2021/3/22～4/9

2021/4/23～5/9

2021/5/1～5/31

2021/6/25～7/30

2021/6/26～7/31

日本海ケーブルネットワーク（15秒CM）

日本海ケーブルネットワーク（減災CH静止画）

中海テレビ放送

中海テレビ放送

日本海ケーブルネットワーク（15秒CM）

中海テレビ放送

日本海ケーブルネットワーク（15秒CM）

中海テレビ放送

日本海ケーブルネットワーク（15秒CM）

中海テレビ放送

日本海ケーブルネットワーク（15秒CM）

中海テレビ放送

日本海ケーブルネットワーク（15秒CM）

838回

―

1260回

299回

200回

200回

88回

800回

652回

513回

421回

722回

395回

放送期間 放送テレビ局 回　数

2020/12/5～12/13

2020/12/5～12/24 

2021/4/24～5/9

BSSラジオ

FM山陰

BSSラジオ

食事券利用促進

食事券利用促進

食事券利用促進

放送期間 内　容 放送ラジオ局

■地上波テレビＣＭ放送実績

■ケーブルテレビＣＭ放送実績

■ラジオＣＭ放送実績

テレビ・ラジオ CM

●使い忘れがないよう利用期限や換金期限の広報を積極的に行いました。
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は鳥取県費用で掲載

広報⑤(フリーペーパー)

　12月1日発行。加盟飲食店全1176店（発行時店数）の店名のほ

か、住所・電話番号や営業時間、ジャンル、「お店の一言コメント」

を掲載しました。また「テイクアウト」「おせち料理」など対応でき

るサービスも記載しました。

フリーペーパー

▶「
う
さ
ぎ
の
耳
」（
新
聞
折
り
込
み
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
）▶

▶「
春
の
観
光
マ
ッ
プ
」

（
高
速
道
路
Ｓ
Ａ
設
置
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
）

▶「
と
っ
と
り
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

Ｅ
ａ
ｔ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

（
新
聞
折
り
込
み
／
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
）

▶「
ス
ク
ス
ク
め
い
と
」

（
保
育
園
・
幼
稚
園
配
布
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
）

2020/11/12

2020/11/26

2020/12/1

2020/12/10

2020/12/24

2021/1/28

2021/2/11

2021/4/8

2021/4/16

2021/4/16

うさぎの耳（東・西部版）

うさぎの耳（東・西部版）

とっとりGo To Eat ガイド

うさぎの耳（東・西部版）

うさぎの耳（東部版）

うさぎの耳（東・西部版）

うさぎの耳（東・西部版）

うさぎの耳（東部版）

春の観光マップ（鳥取・但馬）

春の観光マップ（鳥取・島根）

新聞折り込み

新聞折り込み

新聞折り込み＆ポスティング

新聞折り込み

新聞折り込み

新聞折り込み

新聞折り込み

新聞折り込み

高速道路ＳＡ設置配布

高速道路ＳＡ設置配布

新聞折り込み

保育園・幼稚園配布

新聞折り込み

1頁

全 4段

16 頁

1頁

全 4段

1頁

1頁

1頁

1頁

1頁

1頁

1頁

1頁

■フリーペーパー広告掲載実績
発行日 掲載媒体 サイズ 発行方法

2021/4/22

2021/4/28

2021/6/24

うさぎの耳（東・西部版）

スクスクめいと

うさぎの耳（東・西部版）

表紙 中面
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●実績確認監査等事業者への報告は、以下仕様書に記載の内容に従って行
　いました。

実績確認監査等事業者への報告・相談窓口・申請案内等事業者との連携

①キャンペーン期間中、食事券販売・使用の実績を、毎月、別途定める様式により、実績確認監査等事
業者へ報告いたします。様式、期日及び方法は、委託者と実績確認監査等事業者が、協議して定め、
食事券の販売、使用、執行状況をCSVファイルで報告可能とするなど、効率的な方法にて対応いたし
ます。

②キャンペーン期間中、飲食店への代金振込の実績を取りまとめた書類と、それらの根拠となる証拠
書類を、毎月、別途定める様式により、実績確認監査等事業者へ報告いたします。様式、期日及び方
法は、委託者と実績確認監査等事業者が、協議して定め、CSVファイルで報告可能とするなど、効率
的な方法に対応いたします。

③キャンペーン期間終了後、食事券販売、使用の実績と、飲食店への代金振込の実績、その根拠となる
証拠書類を、別途定める様式により、実績確認監査等事業者へ報告し、承認を得ます。様式、期日及
び方法は、委託者と実績確認監査等事業者が、協議して定めるものとします。 

④毎月の報告やキャンペーン終了後の報告が円滑に行われるよう、事業開始に当たり、事前テスト報
告に協力するものとし、実績確認監査等事業者の指定する方法により、ダミーデータの提出などを
行います。また、提出データの正確性に責任を負うものとし、実績報告や根拠資料のデータ提出に
当たっては、複数の者によるダブルチェックを行います。複数の者によるダブルチェックでは、デー
タの読み手と聞き手を変えて、異なる者の組合せで、複数回確認を行います。 

⑤実績確認監査等事業者が行う不正防止のためのヒアリング、監査、抜き打ち検査などに協力いたし
ます。

⑥受託者は、実績確認監査等事業者との連絡窓口を設置いたします。

●相談窓口・申請案内等事業者との連携は、以下仕様書に記載の内容に従っ
　て行いました。
①相談窓口・申請案内等事業者が、事業の基本的内容を、消費者と飲食店に説明するために必要とな
る情報の提供に協力いたします。

②委託者の指定する事業者が、食事券発行事業者と連携した広報を実施することに協力いたします。

③相談窓口・申請案内等事業者との連絡窓口を設置いたします。

（実施内容）
・相談窓口・申請案内等事業者様から提供されたキャンペーン全体のＱ＆Ａを、とっとりGoToEatの公
式サイトに掲載しました。

・GoToEatの全体のホームページに掲載するために、依頼を受けて食事券の券面デザインを提供しま
した。

・相談窓口・申請案内等事業者様へ、毎週月曜日に前週までの新規登録加盟店のリストを送付し、各加
盟店へ感染症対策の啓発物を送付していただきました。

・上記送付の際に、宛先不明で発送元に戻ってきた場合、相談窓口・申請案内等事業者様からの照会
を受けて、再送用の宛先をお知らせしました。
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2020 年 10 月 20 日　日本海新聞

鳥取県との連携実績

　鳥取県が行う新型コロナウイルス感染
症対策である「新型コロナウイルス感染
予防対策協賛店」ならびに、「とっとり
新型コロナ対策安心登録システム」につ
いて、鳥取県と連携しながら徹底を図り
ました。新型コロナウイルスの感染が広
がっていた 2021 年 1 月 26 日には、鳥取
県と当事務局が合同で現地査察を実施し
ました。

2021 年 1月 27 日　日本海新聞

　Go To Eat食事券販売開始前に

は、鳥取県と、コロナ禍で苦境に立

つ地元企業を応援する「美味しい

　楽しい　行ってみ隊」（地銀など

で構成）とともに、鳥取県庁でキャ

ンペーン推進会議を開き、機運の

醸成を図りました。

食事券販売促進

新型コロナ感染拡大対策
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新型コロナ感染拡大時の対応・不正利用対応実績

（加盟店の自己換金）

　食事券の購入履歴データを管理し、購入者の氏名や電話番号を基に、不正利用の監視を行いました。その中で、換金

請求に対してすでに支払ってはいましたが、店関係者が購入した食事券を自店舗で換金請求していた３店舗を発見。

2021年1月から2月にかけて、不正の実態を調査し、自己換金していた部分にかかる給付金を正規の換金額から相殺す

る形で給付金を返還させ、3店舗の加盟店登録を取り消しました。

（食事券の転売防止）

　消費者による食事券の転売を防ぐために、フリマサイトの出品状況を定期的に確認しました。2021年1月4日には、大

手フリマサイト「メルカリ」にとっとりGoToEatの食事券が出品されているのを見つけ、メルカリにその旨を通報し、出品

を削除。個人間売買を防ぎました。

　加盟店での新型コロナウイルス感染症の発生の有無を常時確認しました。2021年1月23日には、加盟店1店舗で、

GoToEatの食事券を使っていない客から店関係者への感染が発生しましたが、1月25日に農林水産省様やＥＹ様に

報告するなどの対処をしました。2月に店関係者の治療が終わった際には、改めて感染防止対策の徹底を指導し、そ

の後、当該店舗は3月に営業を再開しました。再開後の当該店舗を含め、以後は加盟店での感染を防止できました。

　加盟飲食店には一斉メールや公式サイトでの情報発信のほか、重要事項に関しては文書を郵送して周知を図りま

した。「券種の誤認」「換金時の注意事項」「新型コロナ拡大時の感染対策」「販売・利用期間延長」などを紙文書送付

し、高齢の店主などにも伝達できるようにし、未然にトラブルを防ぎました。

不正防止対策

加盟店での新型コロナウイルス感染症発生時の対応

新型コロナ感染拡大時、期間延長時・などで加盟店へ文書郵送

新型コロナウイルス感染予防対策に関する
警告文書（2020 年 12 月送付）

島根県GotoEat 券との誤認注意喚起
（2020 年 11 月送付）

食事券利用・販売期間延長について
（2021 年 1月送付）
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その他①

2021/8/21　日本海新聞掲載　「まもなく利用期間終了」

2021/9/15　日本海新聞掲載　「追加換金日設定」

　2021年8月31日の食事券利用期間終了直前には、新聞広告で告知を行い、消費者に周知を図りました。また加盟
店には同様に最終換金日程を示し、換金漏れが発生しないよう努めました。

　最終換金日程を過ぎても、未換金食事券が多数発生したため、2021年9月17日締切で急遽、追加換金日を設け対
応しました。換金漏れができるだけ発生しないよう努めました。

利用期間終了時に消費者へ告知

換金日程を追加して救済換金を実施
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　飲食店からの声と鳥取県の要望に応え、2021年3月から換金日を月2回から月3回に増やしました。これにより加盟

飲食店への振込サイクルが短縮、厳しい状況下にある飲食店の状況改善につなげました。

　「加盟店募集」「キャンペーン開始」「利用期間延長」など、広く周知が必要な案件については、メディアに積極的にプ

レスリリースを行いました。その結果テレビの情報番組や報道番組に取り上げられ、キャンペーンの訴求に繋がりま

した。

　県内飲食店を利用した方を対象に、鳥取県の特産品や宿泊券が抽選で当たる「鳥取県　泊まって、食べて、満喫プ

レゼントキャンペーン」事業の運営に利用することで、鳥取県と協議中です。「Go to Eatキャンペーン」と同じく、新型コ

ロナで疲弊している鳥取県内の飲食店と生産者、宿泊事業者を応援することを目的とした事業で、県内での消費喚起

を図っていきます。

※未換金枚数（29,079枚×800円）

飲食店の要望に応え、換金を月 2回から 3回へ

期間延長などを積極的にプレスリリース

未換金の余剰金の使途について

　2021年6～7月の食事券販売延長及び2021年7～８月の食事券利用期間延長は、鳥取県の要請によって延長した

ものであり、原則的に「食事券販売延長期間」である2021年6月～7月の2ヶ月間に発生した経費を鳥取県が負担する

ものとしました。（※但しローソン券販売手数料は国負担）

鳥取県の負担金額は右の通りとなります。

鳥取県との費用分担について

その他②

35,585,155 円（税込）

23,263,200 円（税込）

加盟店募集時のプレスリリース キャンペーン開始時のプレスリリース 食事券利用・販売期間延長時のプレスリリース
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期間延長などを積極的にプレスリリース

未換金の余剰金の利用について

所感

　鳥取県では「地域の飲食店と全国の生産者を元気に！」をテーマに、2020年11月～
2021年8月の期間（食事券販売・利用期間）Go To Eat事業に取り組んだ。この期間新型
コロナウイルスの感染拡大もあったが、鳥取県内では緊急事態宣言やまんえん防止
等重点措置による販売休止や利用自粛を実施することなく、約43万セット（食事券の
額面ベースで43億円）を販売（人口55万人の全国最小県）。50万セット完売に近づくと
ころまで販売し、一定の成果を上げることができたと考えている。

　同事業に関しては開始前から経済界や飲食店事業者、自治体の期待度は非常に高
かった。県はイート事業に連動した観光や飲食の施策も実施しており、この事業が核
になり需要喚起が図られた。消費者からも概ね好評であったが、鳥取県の場合は
「1000円券」であったため「昼食に使いにくい。500円券を」という要望はあった。

　換金頻度についても飲食店からの苦情が多く、鳥取県では月2回の換金日を2021
年3月から3回に増やし、使用から最大35日以内に現金化できるよう改善した。

　地元企業である新日本海新聞社が代表社であり「地域に根差した運営をしてもらっ
た」と各方面から評価をいただいた。県内3拠点で加盟店・販売窓口の責任者を置き、
地域ごとに対応できる体制を取れたことは大きく、大きな混乱もなく円滑な運営がで
きたと考えている。また利用期間延長やコロナが急速に拡大したときなど、情報発信
や感染防止の啓発は地元メディアを駆使して迅速に行えた。

　コロナ禍での事業でありスピード感や臨機応変さが求められるのは承知していた
が、度重なる期間延長や追加発行券の実施基準の方針転換があり困惑したのは事
実。加盟店審査の際の「標準産業分類76中分類」は事業者へ説明しても納得してもら
えないことがあり苦労した。また一般管理費の考え方や委託費の概算払いの期日変更
など、農水省からGo To Eat事務局に当初と違う基準で示されることもあり、改善の余
地があったのではないかと思っている。

　大都市圏では店舗での飲食自体が悪者になっていた感があったが、比較的感染が
穏やかだった鳥取県では、同キャンペーンで一息つけた事業者は多く、効果的な施策
だったように思う。
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